
別記様式第１８号（第１３条関係）

事 業 実 績 書

団体名 鋳銭司自治会

１ 総括

２ 事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

（２）地域振興

事業名

事業費

また、四辻駅待合室に鋳銭司ＰＲ用のパネル、ポスターを設置したり、

大村益次郎のキャラクターを製作した。

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

７０２，０５６円

（実施内容） 盆踊り大会の実施、ふるさとまつり等イベントへの助成および参加

（成果） 地域づくりや鋳銭司の名所、大村益次郎の功績をお知らせできる

（評価） 地域内だけでなく地域外へも鋳銭司の情報がPRできた。

（今後に向けて） 掲示板に新しい情報を張り出すとともに、清掃も実施していきたい

地域イベント事業

６４２，３１６円

（実施内容）年間を通じて自治会通信の発行や携帯サイトを運営して地域へ情報を発信した。

（実施時期） 平成２２年４月～

（参加人数） １０名

（成果・評価） 年間を通じ滞りなく事務局運営を行った

（今後に向けて）

よりスムーズな事務局運営を行うため、会長への報告、相談を密にし、各部会が活動しや

広報事業

すい事務局づくり目指す

交付金により従前の地域活動が拡充できたとともに、地域全体で夢のある地域の将来像を検討するよい契
機となった。２２年度は地域の土台づくりの年と位置づけ、情報発信や地域ＰＲ、また地域づくりの人材育
成に重点をおいて取り組んだ。今後は、古きよき時代の絆（向こう三軒両隣）のコミュニティの復活と地域の
誇りの再発見を全国へ発信することにより、住んでよかった鋳銭司を構築していきたい。

２，７９４，６１８円

（事務員等の雇用人数） 事務局長：１名 事務員：１名

（運営費の主な内容） 事務局人件費、事務費

（実施時期） 平成２２年４月～

（参加人数） １，５００人

（成果） 盆踊り、ふるさとまつりとも地区内の大イベントで大変盛り上がった

（評価） 事前準備、後片付け等地区民の協力体制が確認できた

（今後に向けて） さらにたくさんの地区民の参加をめざす

青壮年部活動事業

１９０，４０２円

（実施内容） 新たに地域の核となる青壮年部を立ち上げることができた

（実施時期） 平成２２年５月～

（参加人数） ５０人

（成果） 初年度は４回の活動が実施され、いいスタートがきれた

（評価） これまで交流のなかった異なる年齢層の人が集まり活動することができた

（今後に向けて） 部員の増加をめざすとともに、活動内容も深めていく



（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

助成が有効活用された

（４）安心・安全

事業名

事業費

の啓発、防犯パトロール等

事業概要

（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

健康づくり事業

７８，７５０円

（実施内容） ウォーキングマップの作成

（実施時期） 平成２２年９月

（参加人数） ８人

（成果） 鋳銭司地区民をはじめ、他地区から来られた人にもわかりやすいマップができた

（評価） 健康のためのウォーキングと名所めぐりが同時に楽しめるマップとなった

（今後に向けて） 多くの人に活用してもらうため設置場所を増やす

教育・福祉関係事業

９７，２５０円

（実施内容） 敬老会、成人式、人権学習講演会助成および体育施設整備等

（実施時期） 平成２２年９月～

（参加人数） １５０人

（成果） 小学校のグランド整備でグランドの凸凹がなくなり運動しやすくなった

敬老会、成人式、人権学習講演会では助成が有効に活用された

（評価） 敬老会、成人式、人権学習講演会および小学校のグランド整備に

（今後に向けて） 高齢化が進んできているので福祉を充実したい

消防・防犯・安全事業

５２１，０４８円

（実施内容） 消防団活動助成、自主防災資材の備蓄、地下道ポンプ取り換え、防災メール

（実施時期） 平成２２年４月～

（成果） 消火活動がスムーズになった。各地区の防災準備に活用された。

地下道は大雨のときよく通行止めになっていたので、それが解消された

（評価） 新消防団ホース、地下道ポンプ取り換えで防災のアップにつながる

自主防災準備金は、自主防災組織立ち上げに向けての第一歩と期待される

（今後に向けて） 平成２３年度、多くの自治会で自主防災組織を立ち上げてほしい

土木工事（法定外公共物）

４３１，０００円

（実施内容） 法定外公共物の整備

（実施時期） 平成２３年３月

（成果） 法定外公共物の整備を１ヶ所行った

（評価） 同上

（今後に向けて） 地域内の要望を把握し、随時対応していきたい

土木工事（単市土地改良）

１，７２３，０００円

（実施内容） 単市土地改良事業の実施

（実施時期） 平成２２年１１月、平成２２年１２月

（成果） 単市土地改良事業の整備を２ヶ所行った

（評価） 同上

（今後に向けて） 地域内の要望を把握し、随時対応していきたい



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（６）地域個性創出

事業名

事業費

記録に残すなどして、資料として残した。

事業概要

（注） 事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載し
てください。

道路環境美化

２１０，０００円

（実施内容） 道路環境美化作業の実施

（実施時期） 平成２２年４月～平成２３年２月

（参加人数） ５００名

（成果） 道路環境美化作業を７地区で実施

（評価） 市道の草刈作業等でよりよい環境づくりができた

（今後に向けて） 全地区で環境美化作業が実施されるよう呼びかけていきたい

環境整備事業

５１３，２００円

（実施内容） 大平山周辺などの清掃整備活動を実施

（実施時期） 平成２２年７月～平成２３年３月

（参加人数） ７０名

（成果） 清掃、植樹作業等が多くの参加者によって行われた

（評価） 各団体および３世代交流等多くの人の交流が図れた

（今後に向けて） 引き続きクリーンアップに取り組んでいきたい

地域資源保存事業

１４１，７６０円

（実施内容） 鋳銭司の伝統芸能（笠踊り）を盆踊り大会で披露した。また郷土史家の講演を

（今後に向けて） 笠踊りの保存会を立ち上げたい。また引き続きアーカイブ化を進めたい。

（実施時期） 平成２２年８月～

（参加人数） ３００人

（成果） 多くの人の参加で盆踊り大会を盛り上げることができた

（評価） 笠踊りをよく知っている地区の人が積極的に指導をしてくれた


